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1. 回答者と中心市街地の関係 

 

1.1. 居住地と中心市街地の位置関係 

居住地から最も近い中心市街地までの所要時間について尋ねたところ、「自動車・バスで 20 分未満」が

22％と最も多く、次いで「自動車・バスで 10 分未満」が 18％を占めるなど、中心市街地の利用には徒歩だけで

なく、自家用車や公共交通機関に頼らざる得ない人々が大きな部分を占めている状況が把握された。 

なお、居住都市圏について、三大都市圏では他に比べて中心市街地までの所要時間が短い傾向が見ら

れたが、人口密度が高い市街地に数多くの中心市街地が連担している都市構造を反映しているものと考えら

れる。 

 

■居住地から最寄りの中心市街地までの所要時間（Ｎ＝1,100） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■居住地から最寄りの中心市街地までの所要時間（居住都市圏別）（Ｎ＝1,100） 

 

 

調査結果 
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どれにも当てはまらない／わからない(70)
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三大都市圏(367) 政令都市圏(369) 地方都市圏(364)
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2. 中心市街地の利用実態 

 

2.1. 最も利用する中心市街地 

最も利用する中心市街地について尋ねたところ、「住んでいる市区町村の中心市街地」が約 6 割（59％）と

突出して多く、通勤・通学のついでに利用する「通勤・通学先の近くの中心市街地」や多少遠くても賑わいある

「周辺の大都市の中心市街地」ではなく、地元の中心市街地の利用が非常に多い状況が把握された。 

 

■最も利用する中心市街地（Ｎ＝1,100） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2. 中心市街地の訪問目的 

最も利用する中心市街地の訪問目的について尋ねたところ、「買物（百貨店などの大型商業施設）」（44％）、

「買物（商店街・スーパーなどの個店）」（43％）、「飲食（外食、喫茶、飲み会など）」（37％）の順に多く、中心市

街地へ行く目的の大きな部分は商業機能である状況が把握された。 

 

■中心市街地の訪問目的（Ｎ＝1,100／複数回答） 
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26%
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0% 25% 50%

通勤・通学（122）

買物（商店街・スーパーなどの個店）（432）

買物（百貨店などの大型商業施設）（447）

飲食（外食、喫茶、飲み会など）（373）

映画・演劇・コンサートなどの鑑賞（173）

展覧会・ギャラリーなどの鑑賞（41）

ゲーム・パチンコなどの遊戯（37）

理美容・エステなど（49）

病院など通院（80）

銀行・郵便局など（261）

行政サービス（役所など）（120）

会議・会合・集会など（20）

知人・友人との待ち合わせ（78）

趣味や習い事（31）

イベント・祭りの見物・参加（83）

散歩など特に目的なくぶらぶらする（70）

どれにも当てはまらない／わからない（46）

59%
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9%

0% 25% 50% 75%

住んでいる市区町村の中心市街地（645）

隣接する市区町村の中心市街地（163）

通勤・通学先の近くの中心市街地（56）

周辺の大都市の中心市街地（88）

どれにも当てはまらない／わからない（53）

中心市街地は利用しない（95）
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2.3. 中心市街地への交通手段 

最も利用する中心市街地への主要な交通手段について尋ねたところ、公共交通機関（鉄道・地下鉄+路面

電車+バス＝29％）よりも「自家用車」が多い（39％）状況が把握された。 

この傾向は、居住都市圏が地方部であるほど顕著であり、三大都市圏の自家用車利用が 21％であるのに

対し、政令都市圏は 43％、地方都市圏では 55％に達している。 

また、居住地の最寄りの中心市街地までの所要時間別に見ると、「自動車・バスで 10 分未満」までは「自家

用車」の割合が増加するものの、それより時間距離が遠くなるほど、「鉄道・地下鉄」を中心とした公共交通機

関の割合が増加する状況が把握された。 

中心市街地への交通手段と中心市街地までの時間距離を勘案すると、自動車に過度に依存せず誰もが歩

いて暮らせる“コンパクトシティ”の実現のためには、自家用車依存度が 35％の「歩いて 30 分未満（概ね 2 ㎞

未満）」、できることならば自家用車依存度が 27％の「歩いて 15 分未満（概ね 1 ㎞未満）」の範囲に、中心市街

地に求められる都市機能を集積することが望ましい。また、回答者の内、「歩いて 30 分未満（概ね 2 ㎞未満）」

以内の居住者は約 3 割（322 名）であり、コンパクトシティ実現には、残りの約 7 割の住民を半径 2 ㎞圏内にど

のように集積させるかがポイントになると考えられる。 

 

■中心市街地への主要交通手段（Ｎ＝1,100） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■中心市街地への主要交通手段（居住都市圏別）（Ｎ＝1,100） 
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どれにも当てはまらない／わからない（27）
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全体（1005）

三大都市圏(341)

政令都市圏(342)

地方都市圏(322)

徒歩(96) 自転車(169)
鉄道・地下鉄(186) 路面電車(22)
バス(85) タクシー(6)
自家用車(396) バイク・スクーター(18)
どれにも当てはまらない／わからない(27)
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■中心市街地への主要交通手段（中心市街地までの所要時間別）（Ｎ＝1,100） 
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2.4. 中心市街地の経年変化 

最も利用する中心市街地について、10 年程度以前と比較した現在の状況について尋ねたところ、「増えた」

と「少し増えた」を高評価、「減った」と「少し減った」を低評価と捉えると、総じて低評価が高評価を上回ってお

り、旧中活法が施行された 10 年程度以前と比較した中心市街地に対する利用者の評価はさほど高まってい

ない状況が把握された。 

ただし、「中心市街地への交通利便性」、「中心市街地の回遊性・歩きやすさ」、「中心市街地の大型商業

施設の魅力」については、高評価が低評価を上回っており、特に、「中心市街地の大型商業施設の魅力」は、

最も高評価割合が大きかった（29％）。 

逆に、低評価の割合が大きい項目としては、「中心市街地の賑わい・活気（35％）」、「中心市街地のお店の

数（34％）」、「中心市街地の商店街・個店の魅力（34％）」が挙げられ、大型商業施設の高評価とは対照的に、

商店街・個店の低評価が顕著になっている。 

 

■中心市街地の経年変化（Ｎ＝1,100） 
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中心市街地を訪れる頻度 

中心市街地全体の魅力 

中心市街地の賑わい・活気 

中心市街地の風紀や治安の安全性 

中心市街地への交通利便性 

中心市街地の回遊性・歩きやすさ 

中心市街地を往来する人々の数 

中心市街地のお店の数 

中心市街地の商店街・個店の魅力

中心市街地の大型商業施設の魅力

増えた（698） 少し増えた（1636） 変わらない（4089） 少し減った（1392） 減った（1280） わからない（955）
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3. 消費活動の実態 

 

3.1. 品目別の買物場所 

品目別の買物場所について尋ねたところ、「食品」や「日用雑貨品」、「書籍」、「贈物・贈答品」、「映画の鑑

賞」、「外食」などの最寄品やレクリエーション等については自宅近所の店や中心市街地が優位であり、「洋

服・衣料品」や「ファッション用品」、「家具」、「家電製品」などの買回品は郊外のショッピングセンターなどが優

位である状況が把握された。 

「中心市街地の大型商業施設」については、「郊外のショッピングセンター」よりも比較優位、あるいは拮抗し

ている品目が多いものの、「中心市街地の商店街」の場合は少なく、比較優位の品目は「外食」のみである。 

また、最寄品の最たる品目である「食品」及び「日用雑貨品」の買物場所は「自宅近所の店」が最も多く、そ

れぞれ 61％、46％を占めているが、「郊外のショッピングセンター」もそれぞれ 18％、27％を占めており、「最

寄品と言えども最寄りで買わず、自家用車で郊外のショッピングセンターを訪れ購入する人々」がかなりの人

数に上ることがうかがえる。 

 

■品目別買物場所（Ｎ＝1,100） 
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ファッション用品（靴、鞄など）

家具

家電製品 

書籍 

贈物・贈答品 

映画の鑑賞 

外食

自宅近所の店（2347） 中心市街地内の商店街（1061）

中心市街地内の大型商業施設（2316） 郊外のショッピングセンター（2851）

周辺の大都市の商業地（925） カタログ通販（129）
インターネットショッピング（623） その他（748）
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3.2. 品目別の重視する事項 

品目別に買物する場合に重視する事項について尋ねたところ、「食品」や「日用雑貨品」については価格

（安いこと）と利便性（自宅近くで済ますことができる）を重視、「書籍」は利便性を重視、買回品は品質やこだ

わりを重視している状況が把握された。 

価格と利便性を重視する割合の大きい「食品」であっても、品質を重視する割合が 21％（ファッション用品で

品質を重視する割合と同水準）、同様の「日用雑貨」でこだわりを重視する割合が 14％に達するなど、最寄品

であっても品質やこだわりを重視する人々が一定の割合で存在している。 

 

■品目別重視事項（Ｎ＝1,100） 
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家電製品 
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贈物・贈答品 

映画の鑑賞 

外食

安いこと（2146） 自宅近くで済ませられること（1947）

品質が良いこと（2024） 品物等が自分のこだわりに合致していること（3127）

買物等をする場所の雰囲気が良いこと（598） 店等の対応・サービスが良いこと（504）

その他（654）
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3.3. 品目別の買い回り度 

品目別に、いつも利用する店で買いたい品物がなかった場合の対応について尋ねたところ、「食品」や「日

用雑貨品」などの最寄品は、「洋服・衣料品」や「ファッション用品」などの買回品に比べて「他の店を回って探

す」が少ない傾向が見られたが、その差異は大きくはなく、買回品であっても、買い回り度は最寄品とあまり変

わらない状況が把握された。 

 

■品目別買い回り度（Ｎ＝1,100） 
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他の店を回って探す（1899） 他の店を回ることが多い（2758） どちらとも言えない（2315）

他の店を回ることは少ない（1323） 他の店を回ることはない（379） その他（126）
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3.4. 場所別の衝動買い頻度 

買物場所別に衝動買いの頻度について尋ねたところ、衝動買いの頻度が高いのは「郊外のショッピングセ

ンター」や「中心市街地の大型商業施設」であり、「自宅近所の店」や「中心市街地の商店街」は相対的に低い

状況が把握された。 

「中心市街地の商店街」について見ると、「よくある（5％）」と「たまにある（28％）」を合わせた「ある派（33％）」

よりも、「あまりない（31％）」と「まったくない（12％）」を合わせた「ない派（43％）」が大きく上回っている。 

 

■場所別衝動買い頻度（Ｎ＝1,100） 
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22%

22%

24%

21%

17%

32%

31%

24%

22%

22%

25%

22%

13%

12%

8%

7%

9%

22%

19% 1%

1%

1%

1%

1%

1%

0%

0% 25% 50% 75% 100%

自宅近所の店 

自宅近くの中心市街地内の商店街 

自宅近くの中心市街地内の大型商業施設

郊外のショッピングセンター

周辺の大都市の商業地 

カタログ通販 

インターネットショッピング 

よくある（601） たまにある（2457） どちらとも言えない（1626） あまりない（1970） まったくない（988） その他（58）
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4. 中心市街地に対する認識 

 

4.1. 衰退した施設 

以前と比べて衰退したと感じる中心市街地の施設について尋ねたところ、商店街の個店や専門店などの

「小規模商業施設」が 67％と突出して多く、次いで映画館や劇場などの「娯楽施設」が 32％、百貨店やデパ

ートなどの「大規模商業施設」が 24％、レストランやカフェなどの「飲食施設」が 20％となっており、中心市街地

における商業機能の衰退が強く認識されている状況が把握された。 

衰退意識が最も多かった「小規模商業施設」について居住都市圏別に見ると、地方部ほど衰退意識が強

い傾向が見られた。同様に年齢層別に見ると、45～64 歳や 65 歳以上の年齢が高い層ほど衰退意識が強い

傾向が見られた。 

 

■衰退した施設（Ｎ＝1,100／複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

67%

24%

20%

32%

13%

5%

8%

3%

5%

4%

7%

2%

2%

18%

0% 25% 50% 75% 100%

小規模商業施設（商店街の個店や専門店など）（738）

大規模商業施設（百貨店やデパートなど）（269）

飲食施設（レストランやカフェなど）（216）

娯楽施設（映画館や劇場など）（352）

遊戯施設（パチンコ店やゲームセンターなど）（138）

業務施設（会社やオフィスなど）（60）

医療施設（診療所や病院など）（84）

福祉施設（高齢者福祉施設や身障者福祉施設など）（28）

文化施設（図書館やホールなど）（53）

教育施設（学校など）（47）

金融施設（銀行や郵便局など）（72）

居住施設（マンション・集合住宅など）（19）

行政施設（役所・窓口サービス施設など）（22）

どれにも当てはまらない／わからない（193）
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■衰退した施設（居住都市圏別）（Ｎ＝1,100／複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■衰退した施設（年齢層別）（Ｎ＝1,100／複数回答） 

 

33%

30%

25%

33%

22%

32%

28%

35%

32%

36%

34%

50%

42%

9%

46%

34%

33%

36%

26%

34%

37%

35%

30%

43%

32%

34%

19%

37%

55%

32%

33%

36%

39%

40%

44%

31%

37%

36%

25%

32%

32%

31%

21%

36%

22%

0% 25% 50% 75% 100%

全体（1100）

小規模商業施設（商店街の個店や専門店など）（738）

大規模商業施設（百貨店やデパートなど）（269）

飲食施設（レストランやカフェなど）（216）

娯楽施設（映画館や劇場など）（352）

遊戯施設（パチンコ店やゲームセンターなど）（138）

業務施設（会社やオフィスなど）（60）

医療施設（診療所や病院など）（84）

福祉施設（高齢者福祉施設や身障者福祉施設など）（28）

文化施設（図書館やホールなど）（53）

教育施設（学校など）（47）

金融施設（銀行や郵便局など）（72）

居住施設（マンション・集合住宅など）（19）

行政施設（役所・窓口サービス施設など）（22）

どれにも当てはまらない／わからない（193）

三大都市圏（367） 政令都市圏（369） 地方都市圏（364）

24%

19%

17%

12%

16%

17%

13%

21%

32%

57%

17%

14%

32%

9%

43%

25%

25%

31%

23%

21%

29%

35%

25%

7%

13%

28%

15%

16%

41%

23%

25%

28%

29%

30%

28%

27%

22%

24%

18%

13%

32%

28%

16%

27%

14%

27%

28%

30%

30%

43%

17%

23%

43%

37%

23%

20%

34%

35%

23%

26%

0% 25% 50% 75% 100%

全体(1100)

小規模商業施設（商店街の個店や専門店など）(738)

大規模商業施設（百貨店やデパートなど）(269)

飲食施設（レストランやカフェなど）(216)

娯楽施設（映画館や劇場など）(352)

遊戯施設（パチンコ店やゲームセンターなど）(138)

業務施設（会社やオフィスなど）(60)

医療施設（診療所や病院など）(84)

福祉施設（高齢者福祉施設や身障者福祉施設など）(28)

文化施設（図書館やホールなど）(53)

教育施設（学校など）(47)

金融施設（銀行や郵便局など）(72)

居住施設（マンション・集合住宅など）(19)

行政施設（役所・窓口サービス施設など）(22)

どれにも当てはまらない／わからない(193)

15～24歳（269） 25～44歳（273） 45～64歳（277） 65歳以上（281）
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4.2. 充実すべき施設 

活性化に向けて充実すべきと考える施設について尋ねたところ、前項と同様、「小規模商業施設（43％）」

や「飲食施設（35％）」、「大規模商業施設（34％）」などの商業機能が上位に挙げられている。 

ただし、前項と比較すると、商店街の個店や専門店など「小規模商業施設」について、衰退したと感じてい

る人が 67％にも上っているのに対し、充実すべきと感じている人は 43％に過ぎず、その差 24 ポイントの乖離

があり、これまで中心市街地の商店街などが担ってきた役割が郊外のショッピングセンターなどに代替され、

住民はもはや充実の必要性を感じていない状況が懸念される。 

充実すべき施設として最も回答の多かった「小規模商業施設」について居住都市圏別に見ると、地方部ほ

ど意向が多く、同様に年齢層別に見ると、65 歳以上の高齢者層ほど意向が多い傾向が見られた。 

新たに充実の期待が大きいと考えられる、「充実すべき」が「衰退した」を上回った主要な 4 つの項目（大規

模商業施設、飲食施設、医療施設、文化施設）について、当該項目以外にどの項目を選択しているか見ると、

大規模商業施設以外の 3 つの項目で「小規模商業施設」が最も多い（大規模商業施設では、「飲食施設」に

次いで二番目に多い）状況にある。このように、充実の期待の大きい大規模商業施設、飲食施設、医療施設、

文化施設については、商店街や専門店などの「小規模商業施設」とセットで選択されている傾向が見られるこ

とから、「小規模商業施設」の活性化なしに他の施設の充実を図ったとしても、中心市街地活性化が達成され

ないことも考えられる。 

 

■充実すべき施設（Ｎ＝1,100／複数回答） 

 

 

 
43%

34%

35%

24%

3%

6%

17%

8%

21%

5%

7%

7%

7%

14%

0% 25% 50%

小規模商業施設（商店街の個店や専門店など）（478）

大規模商業施設（百貨店やデパートなど）(379)

飲食施設（レストランやカフェなど）(380）

娯楽施設（映画館や劇場など）（268）

遊戯施設（パチンコ店やゲームセンターなど）（33）

業務施設（会社やオフィスなど）（65）

医療施設（診療所や病院など）（182）

福祉施設（高齢者福祉施設や身障者福祉施設など）（93）

文化施設（図書館やホールなど）（231）

教育施設（学校など）（53）

金融施設（銀行や郵便局など）（73）

居住施設（マンション・集合住宅など）（72）

行政施設（役所・窓口サービス施設など）（78）

どれにも当てはまらない／わからない（154）
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■衰退した施設・充実すべき施設（Ｎ＝1,100／複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

67%

24%

20%

32%

13%

5%

8%

3%

5%

4%

7%

2%

2%

18%

43%

34%

35%

24%

3%

6%

17%

8%

21%

5%

7%

7%

7%

14%

0% 25% 50% 75%

小規模商業施設（商店街の個店や専門店など）      

大規模商業施設（百貨店やデパートなど）      

飲食施設（レストランやカフェなど）      

娯楽施設（映画館や劇場など）      

遊戯施設（パチンコ店やゲームセンターなど）      

業務施設（会社やオフィスなど）      

医療施設（診療所や病院など）      

福祉施設（高齢者福祉施設や身障者福祉施設など）(28) 

文化施設（図書館やホールなど）      

教育施設（学校など）      

金融施設（銀行や郵便局など）      

居住施設（マンション・集合住宅など）      

行政施設（役所・窓口サービス施設など）      

どれにも当てはまらない／わからない      

衰退したと感じる施設(2219) 充実すべきと考える施設(2539)

(738)
(478)

(269)
(379)

(216)
(380)

(352)
(268)

(138)
  (33)

 (60)
 (65)

 (84)
(182)

(93)

 (53)
(231)

 (47)
 (53)

 (72)
 (73)

 (19)
 (72)

 (22)
 (78)

 (193)
 (154)
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■充実すべき施設（居住都市圏別）（Ｎ＝1,100／複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■充実すべき施設（年齢層別）（Ｎ＝1,100／複数回答） 

 
24%

22%

22%

22%

32%

55%

15%

20%

17%

24%

36%

25%

17%

9%

32%

25%

23%

26%

24%

27%

18%

22%

27%

17%

22%

30%

27%

26%

32%

27%

25%

25%

27%

29%

26%

15%

26%

20%

17%

27%

19%

22%

25%

33%

21%

30%

12%

37%

32%

48%

27%

15%

26%

32%

26%

20%

26%

25%

25%

16%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(1100)

小規模商業施設（商店街の個店や専門店など）(478)

大規模商業施設（百貨店やデパートなど）(379)

飲食施設（レストランやカフェなど）(380)

娯楽施設（映画館や劇場など）(268)

遊戯施設（パチンコ店やゲームセンターなど）(33)

業務施設（会社やオフィスなど）(65)

医療施設（診療所や病院など）(182)

福祉施設（高齢者福祉施設や身障者福祉施設など）(93)

文化施設（図書館やホールなど）(231)

教育施設（学校など）(53)

金融施設（銀行や郵便局など）(73)

居住施設（マンション・集合住宅など）(72)

行政施設（役所・窓口サービス施設など）(78)

どれにも当てはまらない／わからない(154)

15～24歳（269） 25～44歳（273） 45～64歳（277） 65歳以上（281）

33%

27%

31%

33%

29%

24%

40%

38%

37%

35%

42%

42%

39%

49%

39%

34%

36%

34%

31%

33%

24%

26%

35%

37%

35%

30%

33%

36%

27%

31%

33%

37%

35%

36%

38%

52%

34%

26%

27%

31%

28%

25%

25%

24%

30%

0% 25% 50% 75% 100%

全体（1100）

小規模商業施設（商店街の個店や専門店など）（478）

大規模商業施設（百貨店やデパートなど）（379）

飲食施設（レストランやカフェなど）（380）

娯楽施設（映画館や劇場など）（268）

遊戯施設（パチンコ店やゲームセンターなど）（33）

業務施設（会社やオフィスなど）（65）

医療施設（診療所や病院など）（182）

福祉施設（高齢者福祉施設や身障者福祉施設など）（93）

文化施設（図書館やホールなど）（231）

教育施設（学校など）（53）

金融施設（銀行や郵便局など）（73）

居住施設（マンション・集合住宅など）（72）

行政施設（役所・窓口サービス施設など）（78）

どれにも当てはまらない／わからない（154）

三大都市圏（367） 政令都市圏（369） 地方都市圏（364）
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■充実すべき施設（充実が衰退を上回った 4 項目についての他の選択状況） 

 

 

 

 

156

205

66

80

171

37

60

171

42

64

119

108

23

62

21 37

42

42

18

43

23

60

64

42 19

19

26

20

16

19 21

18

21

2

5

11

12

13

8

11 10 5

9

13 8

12

9

14

0

0

0

0

0 100 200 300 400 500 600 700

大規模商業施設（百貨店やデパートなど）

飲食施設（レストランやカフェなど）

医療施設（診療所や病院など）

文化施設（図書館やホールなど）

小規模商業施設（商店街の個店や専門店など） 大規模商業施設（百貨店やデパートなど）

飲食施設（レストランやカフェなど） 娯楽施設（映画館や劇場など）
遊戯施設（パチンコ店やゲームセンターなど） 業務施設（会社やオフィスなど）

医療施設（診療所や病院など） 福祉施設（高齢者福祉施設や身障者福祉施設など）

文化施設（図書館やホールなど） 教育施設（学校など）

金融施設（銀行や郵便局など） 居住施設（マンション・集合住宅など）
行政施設（役所・窓口サービス施設など） どれにも当てはまらない／わからない
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4.3. 中心市街地の衰退原因 

中心市街地の主要な衰退原因について尋ねたところ、 「商店街などの個人経営の店舗の魅力がないため

（45％）」及び「郊外のショッピングセンターのように大規模な無料駐車場がないため（42％）」という商店街の魅

力と大規模無料駐車場の問題が突出して多い状況が把握された。 

衰退原因として最も回答の多かった「商店街などの個人経営の店舗の魅力がないため」について居住都市

圏別に見ると、地方都市圏で多い傾向が見られ、同様に年齢層別に見ると、65 歳以上の高齢者層ほど多い

傾向が見られた。 

二番目に回答の多かった大規模無料駐車場について、他の項目の選択状況を見ると、 「商店街などの個

人経営の店舗の魅力がないため」が突出して多く、両項目がセットで選択されている状況がうかがえる。また、

大規模無料駐車場が整備された場合の中心市街地へ行く頻度について尋ねたところ、「少し増える」が 41％

を占めるものの、「変わらない」も 31％を占めた。「大幅に増える」と「少し増える」の回答者が、中心市街地の

衰退原因として何を選択しているか見ると、「郊外のショッピングセンターのように大規模な無料駐車場がない

ため」が最も多いのは当然のこととして、「商店街などの個人経営の店舗の魅力がないため」も同程度に多い

状況であった。このように、「大規模無料駐車場の不備」は「商店街など店舗の魅力欠如」とセットで選択され

ている傾向が顕著であるため、商店街の店舗の魅力回復がないままに大規模無料駐車場を整備したとしても、

中心市街地が活性化するかは疑問である。中心市街地での大規模駐車場整備には莫大な費用を要すること

から、その費用対効果に充分留意する必要があろう。 

 

■中心市街地の衰退原因（Ｎ＝1,100／複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45%

13%

17%

25%

17%

42%

13%

8%

16%

2%

4%

1%

1%

1%

11%

6%

3%

6%

6%

10%

0% 25% 50%

商店街などの個人経営の店舗の魅力がないため（496）

百貨店など企業経営の大型商業施設の魅力がないため（142）

商店の閉店時間が早いため（190）

商品の品揃えが少ないため（274）

郊外のショッピングセンターなどと比べて商業者の努力が足りないため（192）

郊外のショッピングセンターのように大規模な無料駐車場がないため（463）

渋滞が多く自動車で行くのが不便なため（148）

公共交通機関（鉄道やバスなど）の利便性が低下したため（87）

周辺の人口が減って買物客が減ったため（171）

飲食施設が減ったため（25）

映画館など娯楽施設が減ったため（48）

パチンコ店やゲームセンターなど遊戯施設が減ったため（10）

業務施設やオフィスなどが減ったため（16）

学校など教育施設が減ったため（6）

若者が減ったため（125）

風紀・治安が低下したため（63）

安全安心な歩行者空間が貧弱なため（35）

清潔で潤いのある休憩空間や公衆トイレが貧弱なため（62）

街並みが汚く雑然としているため（66）

どれにも当てはまらない／わからない（108）
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■中心市街地の衰退原因（居住都市圏別）（Ｎ＝1,100／複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■中心市街地の衰退原因（年齢層別）（Ｎ＝1,100／複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

33%

32%

32%

29%

35%

29%

26%

29%

30%

21%

52%

29%

10%

25%

67%

25%

52%

43%

37%

50%

52%

34%

32%

27%

39%

30%

37%

37%

42%

34%

39%

36%

23%

20%

31%

33%

42%

24%

43%

32%

18%

30%

33%

36%

41%

32%

35%

34%

37%

29%

36%

40%

12%

48%

70%

44%

0%

33%

24%

14%

31%

32%

19%

0% 25% 50% 75% 100%

全体（1100）

商店街などの個人経営の店舗の魅力がないため（496）

百貨店など企業経営の大型商業施設の魅力がないため（142）

商店の閉店時間が早いため（190）

商品の品揃えが少ないため（274）

郊外のショッピングセンターなどと比べて商業者の努力が足りないため（192）

郊外のショッピングセンターのように大規模な無料駐車場がないため（463）

渋滞が多く自動車で行くのが不便なため（148）

公共交通機関（鉄道やバスなど）の利便性が低下したため（87）

周辺の人口が減って買物客が減ったため（171）

飲食施設が減ったため（25）

映画館など娯楽施設が減ったため（48）

パチンコ店やゲームセンターなど遊戯施設が減ったため（10）

業務施設やオフィスなどが減ったため（16）

学校など教育施設が減ったため（6）

若者が減ったため（125）

風紀・治安が低下したため（63）

安全安心な歩行者空間が貧弱なため（35）

清潔で潤いのある休憩空間や公衆トイレが貧弱なため（62）

街並みが汚く雑然としているため（66）

どれにも当てはまらない／わからない（108）

三大都市圏（367） 政令都市圏（369） 地方都市圏（364）

24%

19%

26%

26%

22%

15%

15%

18%

21%

23%

8%

25%

60%

6%

17%

28%

35%

17%

24%

33%

44%

25%

25%

32%

27%

32%

17%

24%

28%

21%

20%

36%

23%

10%

25%

33%

28%

17%

29%

16%

32%

22%

25%

24%

22%

23%

23%

30%

27%

29%

31%

26%

36%

31%

10%

31%

33%

23%

33%

31%

13%

20%

19%

31%

38%

33%

26%

28%

32%

20%

21%

20%

38%

17%

21%

14%

23%

47%

15%

15%

23%

24%

20%

26%

0% 25% 50% 75% 100%

全体(1100)

商店街などの個人経営の店舗の魅力がないため(496)

百貨店など企業経営の大型商業施設の魅力がないため(142)

商店の閉店時間が早いため(190)

商品の品揃えが少ないため(274)

郊外のショッピングセンターなどと比べて商業者の努力が足りないため(192)

郊外のショッピングセンターのように大規模な無料駐車場がないため(463)

渋滞が多く自動車で行くのが不便なため(148)

公共交通機関（鉄道やバスなど）の利便性が低下したため(87)

周辺の人口が減って買物客が減ったため(171)

飲食施設が減ったため(25)

映画館など娯楽施設が減ったため(48)

パチンコ店やゲームセンターなど遊戯施設が減ったため(10)

業務施設やオフィスなどが減ったため(16)

学校など教育施設が減ったため(6)

若者が減ったため(125)

風紀・治安が低下したため(63)

安全安心な歩行者空間が貧弱なため(35)

清潔で潤いのある休憩空間や公衆トイレが貧弱なため(62)

街並みが汚く雑然としているため(66)

どれにも当てはまらない／わからない(108)

15～24歳（269） 25～44歳（273） 45～64歳（277） 65歳以上（281）
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■中心市街地の衰退原因（「大規模無料駐車場」回答者の他の選択状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■大規模無料駐車場が整備された場合の中心市街地へ行く頻度（Ｎ＝1,100） 

 

 

郊外のショッピングセンターのように大規模な無料駐車場がないため

203

59

70

97

71

90

42

59

8

13

36

13

13

27

18

2

3

1

0

0 50 100 150 200 250

商店街などの個人経営の店舗の魅力がないため

百貨店など企業経営の大型商業施設の魅力がないため

商店の閉店時間が早いため

商品の品揃えが少ないため

郊外のショッピングセンターなどと比べて商業者の努力が足りないため

渋滞が多く自動車で行くのが不便なため

公共交通機関（鉄道やバスなど）の利便性が低下したため

周辺の人口が減って買物客が減ったため

飲食施設が減ったため

映画館など娯楽施設が減ったため

パチンコ店やゲームセンターなど遊戯施設が減ったため

業務施設やオフィスなどが減ったため

学校など教育施設が減ったため

若者が減ったため

風紀・治安が低下したため

安全安心な歩行者空間が貧弱なため

清潔で潤いのある休憩空間や公衆トイレが貧弱なため

街並みが汚く雑然としているため

どれにも当てはまらない／わからない

17%

41%

31%

3%

3%

6%

0% 25% 50%

大幅に増える（186）

少し増える（451）

変わらない（337）

少し減る（33）

大幅に減る（29）

どれにも当てはまらない／わからない（64）
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■中心市街地の衰退原因（整備された場合の中心市街地へ行く頻度の状況） 

 

 89

34

40

42

27

100

37

16

23

15

7

14

8

9

223

61

83

130

94

232

65

41

59

52

24

28

27

19

5

2

1

6

10

2

15

2

7

5

14

7

0 50 100 150 200 250 300 350

商店街などの個人経営の店舗の魅力がないため

百貨店など企業経営の大型商業施設の魅力がないため

商店の閉店時間が早いため

商品の品揃えが少ないため

郊外のショッピングセンターなどと比べて商業者の努力が足りないため

郊外のショッピングセンターのように大規模な無料駐車場がないため

渋滞が多く自動車で行くのが不便なため

公共交通機関（鉄道やバスなど）の利便性が低下したため

周辺の人口が減って買物客が減ったため

飲食施設が減ったため

映画館など娯楽施設が減ったため

パチンコ店やゲームセンターなど遊戯施設が減ったため

業務施設やオフィスなどが減ったため

学校など教育施設が減ったため

若者が減ったため

風紀・治安が低下したため

安全安心な歩行者空間が貧弱なため

清潔で潤いのある休憩空間や公衆トイレが貧弱なため

街並みが汚く雑然としているため

どれにも当てはまらない／わからない

大幅に増える 少し増える



 

25 

4.4. 公共交通機関の効果 

公共交通機関の利便性が向上し、中心市街地へのアクセスが容易になった場合、中心市街地を訪れる頻

度がどのように変わるかを尋ねたところ、「変わらない」が 43％と最も多く、次いで「少し増える」が 40％という結

果になった。 

「大幅に増える」が 10％を占めているが、その年齢層別の内訳を見ると、65 歳以上の高齢者層で 14％と最

も構成比が大きくなっている。現在は健康で自ら運転して郊外のショッピングセンターなどへ買物に行ってい

る高齢者も、いずれは運転が困難になり、その場合に頼れるのは公共交通機関であり、公共交通機関の結節

点となっている中心市街地の実情を反映しているものと推察される。 

 

■公共交通機関の利便性が向上した場合の中心市街地への訪問頻度（Ｎ＝1,100） 

 

 

 

 

 

 

 

 

■公共交通機関の利便性が向上した場合の中心市街地への訪問頻度（年齢層別）（Ｎ＝1,100） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10%

40%

43%

1%

0%

6%

0% 25% 50%

大幅に増える（114）

少し増える（435）

変わらない（477）

少し減る（12）

大幅に減る（1）

どれにも当てはまらない／わからない（61）

10%

11%

9%

8%

14%

40%

44%

40%

34%

40%

43%

34%

45%

52%

42%

0%

1%

1%

2%

1%

0%

0%

0%

0%

0%

10%

6%

5%

3%

3%

0% 25% 50% 75% 100%

全体（1100）

15～24歳（269）

25～44歳（273）

45～64歳（277）

65歳以上（281）

大幅に増える(114) 少し増える(435)
変わらない(477) 少し減る(12)
大幅に減る(1) どれにも当てはまらない／わからない(61)
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4.5. 街なか居住意向 

中心市街地に賑わいが戻り、多様な施設が集積し、歩いて暮らせる便利な街になった場合の街なか居住

意向について尋ねたところ、「条件が合えば住みたい」が最も多く過半の 51％を占め、 「積極的に住みたい」

の 11％を合わせた積極派が 62％に上るのに対し、「積極的に住みたいとは思わない」と「住みたくない」を合

わせた消極派は 16％と大きな差がある状況が把握された。 

街なか居住意向に積極的な層は、居住地が中心市街地に近いほど、また、年齢層が低いほど大きい傾向

が見られた。また、いずれも、「条件が合えば住みたい」が 5 割前後と大きな部分を占めていることから、条件

の把握とその支援方策によっては、街なか居住が一気に進む可能性も考えられる。 

 

■街なか居住意向（Ｎ＝1,100） 

 

 

 

 

 

 

 

■街なか居住意向（中心市街地までの所要時間別）（Ｎ＝1,100） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■街なか居住意向（年齢層別）（Ｎ＝1,100） 

 

 

 

 

 

11%

51%

19%

11%

5%

4%

0% 25% 50% 75%

積極的に住みたい（118）

条件が合えば住みたい（560）

どちらとも言えない（207）

積極的に住みたいとは思わない（121）

住みたくない（54）

どれにも当てはまらない／わからない（40）

32%

15%

9%

8%

10%

9%

8%

0%

4%

42%

54%

59%

50%

48%

55%

52%

57%

37%

18%

21%

20%

20%

19%

14%

13%

22%

24%

6%

8%

15%

15%

11%

16%

9%

6%

4%

5%

7%

6%

9%

13%

27%

1% 3%

2%

0%

1%

4%

2%

1%

2%

0%

4%

2%

0% 25% 50% 75% 100%

中心市街地内に住んでいる（78）

歩いて15分未満（概ね1km未満）（123）

歩いて30分未満（概ね2km未満）（141）

自動車・バスで10分未満（概ね5km未満）（203）

自動車・バスで20分未満（概ね10km未満）（242）

自動車・バスで30分未満（概ね15km未満）（132）

自動車・バスで1時間未満（概ね30km未満）（88）

自動車・バスで1時間以上（概ね30km以上）（23）

どれにも当てはまらない／わからない（70）

積極的に住みたい（118） 条件が合えば住みたい（560）
どちらとも言えない（207） 積極的に住みたいとは思わない（121）
住みたくない（54） どれにも当てはまらない／わからない（40）

11%

7%

14%

9%

13%

51%

58%

51%

52%

43%

19%

19%

15%

21%

20%

7%

16%

9%

12%

11%

6%

7%

5%

3%

3%

2%

2%

4%

4%

7%

0% 25% 50% 75% 100%

全体（1100）

15～24歳（269）

25～44歳（273）

45～64歳（277）

65歳以上（281）

積極的に住みたい(118) 条件が合えば住みたい(560)

どちらとも言えない(207) 積極的に住みたいとは思わない(121)

住みたくない(54) どれにも当てはまらない／わからない(40)
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4.6. 中心市街地活性化の必要性 

中心市街地活性化の必要性について尋ねたところ、「税金を投入してでも積極的な活性化を推進すべき」

は 20％に過ぎず、「税金を投入してまで活性化する必要はない」が 25％、「中心市街地の当事者が費用を自

己負担して活性化を推進すべき」が 18％をそれぞれ占めた。 

中心市街地活性化について最も積極的な「税金を投入してでも積極的に活性化を推進すべき」について、

居住都市圏別に見ると、大都市部ほど少なく、同様に年齢層別に見ると、年齢層が低いほど少ない傾向が見

られ、中心市街地活性化の必要性が幅広い人々の共通認識となっているわけではない状況が確認された。 

 

■中心市街地活性化の必要性（Ｎ＝1,100） 

 

 

 

 

 

 

 

■中心市街地活性化の必要性（居住都市圏別）（Ｎ＝1,100） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■中心市街地活性化の必要性（年齢層別）（Ｎ＝1,100） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

20%

18%

30%

25%

1%

7%

0% 25% 50%

税金を投入してでも積極的な活性化を推進すべき（220）

中心市街地の当事者が費用を自己負担して活性化を推進すべき（197）

どちらとも言えない（327）

税金を投入してまで活性化する必要はない（275）

活性化の必要はまったくない（9）

どれにも当てはまらない／わからない（72）

20%

16%

22%

21%

18%

20%

17%

17%

30%

31%

28%

30% 23%

25%

27%

25%
1%

1%

1%

1%
7%

7%

5%

7%

0% 25% 50% 75% 100%

全体（1100）

三大都市圏（367）

政令都市圏（369）

地方都市圏（364）

税金を投入してでも積極的な活性化を推進すべき（220）
中心市街地の当事者が費用を自己負担して活性化を推進すべき（197）
どちらとも言えない（327）
税金を投入してまで活性化する必要はない（275）
活性化の必要はまったくない（9）
どれにも当てはまらない／わからない（72）

20%

18%

19%

22%

21%

18%

18%

16%

14%

23%

30%

32%

34%

29%

25%

22%

25%

23%

29%

27%

1%

1%

1%

1%

1%

10%

7%

7%

6%

3%

0% 25% 50% 75% 100%

全体（1100）

15～24歳（269）

25～44歳（273）

45～64歳（277）

65歳以上（281）

税金を投入してでも積極的な活性化を推進すべき(220)
中心市街地の当事者が費用を自己負担して活性化を推進すべき(197)
どちらとも言えない(327)
税金を投入してまで活性化する必要はない(275)

活性化の必要はまったくない(9)
どれにも当てはまらない／わからない(72)




